
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
会
長
報
告    

ケ
ン
寺
村 

外
は
寒
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
理
事
会
で

は
熱
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
一
月
に
グ
ラ
ン
ト

高
校
に
通
う
十
七
歳
の
高
校
生
の
ダ
リ
ア
と
会
う
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
ダ
リ
ア
と
は
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
を
通
し
て
知
り
合
い
ま
し
た
。
ガ
ン
か
ら
の
回
復
訓

練
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
東
京
と
京
都
へ
の
訪
問
（
ド
リ

ー
ム
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
る
）
は
彼
女
の
夢

で
し
た
。
ア
ー
ト
三
木
は
、
三
月
の
終
わ
り
か
ら
四
月

の
初
め
ま
で
日
本
に
行
く
予
定
の
ダ
リ
ア
と
彼
女
の
両

親
に
、
旅
先
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま

し
た
。
日
系
人
で
な
い
方
が
日
本
の
文
化
に
魅
了
さ
れ

る
事
を
私
は
い
つ
も
興
味
深
く
思
い
ま
す
。
ダ
リ
ア
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
系
と
い
う
事
で
さ
ら
に
興
味
深
く
思
い
ま

し
た
。 

 

Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
はA

i-k
o
n

マ
ニ
ト
バ
と
共
に
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
文
化
、
コ
ス
プ
レ
だ
け
で
な

く
、
ア
ニ
メ
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
と

て
も
活
発
な
日
系
で
は
な
い
組
織
で
す
。
メ
ン
バ
ー
シ

ッ
プ
の
発
展
が
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
使
命
と
す
る
な
ら
、
こ
の

組
織
は
私
達
の
手
助
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ

はA
i-k

o
n

の
２
月
下
旬
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
参
加
し
、
夏
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
は
引
き
続
き

参
加
し
ま
す
。
さ
ら
にA

i-k
o
n

の
メ
ン
バ
ー
は
、
セ

ン
タ
ー
で
の
ム
ー
ビ
ー
ナ
イ
ト
に
参
加
／
主
催
し
、
ど

ん
ぶ
り
ラ
ン
チ
、
ラ
ー
メ
ン
サ
ン
デ
ー
に
も
来
て
い
ま

す 

 

日
文
編
集
員 

 
 

 

根
本
摩
利
、
ブ
ラ
ン
ト
弥
生 
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す
。
彼
ら
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.A
i-k

o
n

.o
rg

を 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

ほ
と
ん
ど
の
方
が
ご
存
知
の
よ
う
に
、
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
は
今

も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
強
力
な
サ
ポ
ー
タ

ー
で
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
の
何
人
か
は
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
重
要
な

地
位
に
い
ま
す
。
ア
ー
ト
三
木
（
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
、
ケ
イ
コ
三
木
（
副
会
長
）
そ
し
て
、
レ
ス
小
島

（
会
計
）
は
、
現
在
、
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ｃ
は
今
年
の
９
月
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｉ
の
出
場
者
に
な
る
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｉ
と
は
カ
ナ
ダ
、
北
米
及
び
南
米
か
ら
の
組
織
か
ら
な

る
日
系
の
組
織
で
す
。
彼
ら
は
二
年
ご
と
に
会
議
を
主

催
、
次
の
会
議
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
か
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
に
関
連
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
と
活

動
し
て
い
る
多
く
の
マ
ニ
ト
バ
の
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
達

は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｉ
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
代
表
を
送
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
ア
レ
ッ
ク
ス
三
木

（
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ｃ
ボ
ー
ド
メ
ン
バ
ー
）
、
ダ
ニ
カ
・
ミ
ュ
ー
ラ

ー
（
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
、
ト

レ
イ
シ
ー
鈴
木
、
そ
し
て
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ツ
ロ
ン
（
ヤ
ン

グ
リ
ー
ダ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
で
構
成
さ
れ
、
三
月
二
十

三
日
（
土
）
に
募
金
活
動
の
一
つ
と
し
て
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
で
親
睦
会
を
共
催
し
ま
す
。
詳
細
は
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
の

事
項
と
し
て
「O

U
T

L
O

O
K

」
で
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

最
後
に
、
セ
ン
タ
ー
の
改
築
プ
ラ
ン
は
第
一
段
階
に
入
り

ま
す
。
設
計
図
の
原
図
は
セ
ン
タ
ー
で
、
コ
ピ
ー
さ
れ
た

も
の
は
英
語
版
「O

U
T

L
O

O
K

 2
0

1
9

 S
P

R
IN

G

」
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
三
月
に
こ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

の
ご
意
見
等
を
伺
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
及
び
楽
し
い
パ
ー
テ

ィ
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
質
問
等
あ
り
ま

し
た
ら
ア
ー
ト
三
木
ま
た
は
レ
ス
小
島
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。
そ
れ
で
は
次
回
ま
で
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
の
次
の

締
め
切
り
は
三
月
三
十
一
日
で
す
の
で
、
お
忘
れ
ず
に
。

申
し
込
み
用
紙
は
ジ
ェ
イ
ク
か
ら
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。 

フ
ォ
ー
ク
ロ
ラ
マ
２
０
１
９ 

八
月
十
一
日 

― 

十
七
日 

フ
ォ
ー
ク
ロ
ラ
マ
５
０
の
日
本
館
は
二
〇
一
九
年
八
月
十

一
日
か
ら
十
七
日
に
、
新
し
く
、
大
き
く
、
明
る
く
な
っ

て
良
く
な
っ
た
会
場
：
ペ
ト
ラ
ス
ホ
ー
ル
、2

6
2

4
 

In
k
s
te

r B
o
u

le
v
a
rd

（In
k
s
te

r

とR
o
u

te
9

0

の
南

東
の
角
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
館
は
毎
年
ホ
ー
ク
ロ

ラ
マ
の
中
で
も
“
見
逃
せ
な
い
”
パ
ビ
リ
オ
ン
で
あ
り
、

新
し
い
会
場
で
、
ご
来
場
の
皆
さ
ま
に
は
よ
り
良
い
体
験

を
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
ペ
ト
ラ
ス
ホ
ー
ル

は
、
今
ま
で
の
ほ
ぼ
二
倍
の
広
さ
で
す
。
日
本
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プK

a
ra

k
o
ro

に
よ
る
沖
縄
の
伝
統

演
舞
エ
イ
サ
ー
も
こ
の
パ
ビ
リ
オ
ン
で
八
月
一
六
日

（
金
）
に
昨
年
に
続
き
公
演
し
ま
す
。 

 

新
し
く
な
っ
た
今
年
は
、
五
時
一
五
分
の
シ
ョ
ー
は
フ
ォ

ー
ク
ロ
ラ
マ
の
最
終
日
、
八
月
十
七
日
（
土
）
の
み
で
、

通
常
の
六
時
四
十
五
分
、
八
時
十
五
分
、
九
時
四
十
五
分

の
シ
ョ
ー
は
期
間
中
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

す
で
に
何
人
か
が
い
ろ
い
ろ
な
面
で
パ
ビ
リ
オ
ン
の
運
営

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
二
名
の
メ
イ
ン
と
な
る
共

同
の
司
会
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興

味
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
た
は
理
事
会
の
ど
な
た
か

に
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
特
に
、
二
名
の
ユ
ー
ス
（
十
四

〜十
七
歳
、
二
〇
一
九
年
五
月
一
日
の
時
点
で
）
と
二
名

の
大
人
（
十
八
歳
以
上
）
の
大
使
を
募
集
中
で
す
。
今
ま

で
パ
ビ
リ
オ
ン
の
大
使
を
経
験
し
た
方
々
に
訊
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、
こ
ん
な
楽
し
く
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る

有
意
義
な
経
験
は
そ
れ
ま
で
に
は
無
か
っ
た
、
と
言
う
で

し
ょ
う
。 

彼
ら
を
大
使
と
呼
ぶ
以
前
に
日
本
館
パ
ビ
リ
オ
ン
の
館
長

だ
っ
た
テ
レ
サ
大
江
は
、
二
〇
一
九
年
の
大
使
の
方
々

に
、
そ
の
体
験
が
最
高
の
体
験
と
な
る
よ
う
に
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
遠
慮
し
な
い

で
。
日
本
人
で
な
く
と
も
大
丈
夫
で
す
。
フ
ォ
ー
ク
ロ
ラ

マ
期
間
中
に
、
日
本
館
の
メ
イ
ン
ホ
ス
ト
、
来
場
者
や

V
IP

や
バ
ス
ツ
ア
ー
の
方
々
の
お
出
迎
え
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
ぜ
ひ
活
動
し
て
く
だ
さ
い
。 

      
 

                                           



参
加
さ
れ
る
前
に
知
り
た
い
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
た
は
理
事
会
の
ど
な
た
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
何
に
興
味
が
あ
る
か
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
二
〇
一
九
年
の
応
募
に
は
前
に
大
使
を

し
た
方
も
大
歓
迎
で
す
。 

  

ユ
ー
ス
へ
お
知
ら
せ 

育
成
と
奨
学
金
制
度 

 

ユ
ー
ス
向
け
に
有
給
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ラ
マ
に
関
連
し
た
二

つ
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
目
は
、
日
本
館
は
、
二

〇
一
九
年
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ラ
マ
で
、
日
系
人
ま
た
は
Ｊ
Ｃ

Ａ
Ｍ
の
家
族
会
員
で
最
低
五
十
時
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

で
き
る
十
六
歳
か
ら
二
十
五
歳
の
方
３
人
ま
で
に
、
育
成

金
（
メ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
）
と
し
て
去
年
に
続
き
今
回
も
一

人
二
百
五
十
ド
ル
を
支
給
し
ま
す
。
ユ
ー
ス
メ
ン
タ
ー
シ

ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
お
申
込
み
はJ

C
A

M

オ
フ
ィ
ス

に
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
Ｅ
メ
ー
ル

m
.jc

c
c
@

s
h

a
w

.c
a

に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
志
望

動
機
や
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
た
い
か
等
を
記
入
の
上
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

フ
ォ
ー
ク
ロ
ラ
マ
は
、M

a
rk

 &
 D

o
ro

th
y D

a
n

z
k
e
r 

奨
学
金
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
は
民
俗
文
化
の
継
承

保
存
の
た
め
毎
年
奨
学
金
を
授
与
し
て
い
ま
す
。
五
つ
の

奨
学
金
は
そ
れ
ぞ
れ
千
ド
ル
で
、
マ
ニ
ト
バ
州
の
大
学
や

職
業
訓
練
校
に
入
学
許
可
又
は
現
在
通
学
し
て
い
る
十
七

歳
か
ら
二
十
五
才
の
方
が
対
象
で
す
。
ひ
と
つ
の
大
学
院

奨
学
金
二
千
五
百
ド
ル
は
、
マ
ニ
ト
バ
州
の
大
学
院
に
入

学
許
可
ま
た
は
現
在
通
学
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。
奨

学
金
受
給
者
は
、
カ
ナ
ダ
で
の
文
化
的
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
仕
事
な
ど
を
通
し
て
文
化
へ
の
貢
献
を
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。M

a
rk

 &
 D

o
ro

th
y D

a
n

z
k
e
r 

奨
学

金
へ
の
申
し
込
み
は
、

h
ttp

:/
/
w

w
w

.fo
lk

lo
ra

m
a
.c

a
/
a
b
o
u

t/
d
e
ta

il/
6

5
  

と
そ
の
リ
ン
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
締
切
日
は
両
方
と
も

二
〇
一
九
年
四
月
三
十
日
（
火
）
で
す
。 

                            

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー
ド
候
補 

Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
理
事
会
は
二
〇
一
九
年
の
優
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
サ
ー
ビ
ス
・
ア
ワ
ー
ド
の
候
補
を
探
し
て
い
ま
す
。
Ｊ

Ｃ
Ａ
Ｍ
は
こ
れ
ま
で
毎
年
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
傑
出
し
て
貢

献
し
た
二
人
の
方
を
伝
統
に
従
っ
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

こ
の
賞
は
、
日
本
人
及
び
日
系
人
の
文
化
と
そ
の
継
承
に

興
味
を
持
ち
、
マ
ニ
ト
バ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
優
れ
た
貢

献
を
し
た
個
人
に
与
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
賞
に
相
応
し
い

と
思
わ
れ
る
方
を
ご
存
知
で
し
た
ら
、
そ
の
方
の
お
名
前

と
候
補
と
な
る
主
な
理
由
を
オ
フ
ィ
ス
ま
た
は
理
事
会
の

メ
ン
バ
ー
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
今
年
の
受
賞
者
は

G
a
la

 D
in

n
e
r

で
表
彰
さ
れ
、
十
月
十
九
日
（
土
）

C
a
n

a
d
a
In

n
s
 P

o
lo

 P
a
rk

で
開
か
れ
ま
す
。 

 

ウ
ィ
ニ
ペ
グ
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
で
の

Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
基
金 

Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
は
三
つ
の
基
金
、th

e
 J

a
p
a
n

e
s
e
 

C
u

ltu
ra

l A
s
s
o
c
ia

tio
n

 o
f M

a
n

ito
b
a
 F

u
n

d

、

th
e
 J

C
A

M
 H

a
ro

ld
 H

iro
s
e
 E

d
u

c
a
tio

n
 F

u
n

d

、

そ
し
てth

e
 J

C
A

M
 C

o
m

m
u

n
ity F

u
n

d

を
ウ
ィ
ニ

ペ
グ
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
に
於
い
て
設
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
基
金
は
永
続
的
な
寄
付
基
金
と
し
て
、
継
続
的

に
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
維
持
さ

れ
ま
す
。
こ
の
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
は
、
寄
付
基
金
の

於
い
て
イ
ン
フ
レ
保
護
の
た
め
に
提
供
さ
れ
て
い
る
間
、

短
期
的
な
景
気
に
左
右
さ
れ
な
い
、
信
頼
で
き
る
助
成
金

の
流
れ
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
た
予
算
を
ベ
ー
ス

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
か
ら
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
に
毎
年
、
助

成
金
を
提
供
し
ま
す
。
つ
ま
り
は
、
寄
付
基
金
は
永
遠
と

い
う
事
で
す
。
。
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
は
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
フ
ァ
ウ
ン
デ

ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
基
金
へ
の
毎
年
の
助
成
金
を
、
そ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
運
営
、
教
育
へ
の
奨
学
金
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
基
金
に
そ
れ
ぞ
れ
活
用
し
ま
す
。 

 

基
金
―
そ
し
て
毎
年
の
助
成
金
の
今
後
―
将
来
的
に
は
Ｊ

Ｃ
Ａ
Ｍ
か
ら
ま
た
は
一
般
市
民
か
ら
の
追
加
の
ギ
フ
ト
が

増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
、
特
に
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
基
金
の
ひ
と
つ
に
税
控
除
の
あ

る
寄
付
を
希
望
な
さ
る
方
は
、
次
の
方
法
で 

                    

お
願
い
し
ま
す
。 

 

１
、G

o
o
g
le

に
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

を
訊
く
か
、h

ttp
s
://

w
w

w
.w

p
g
fd

n
.o

rg

に

ロ
グ
オ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。 

２
、
「M

a
k
e
 a

 g
ift

」
を
ク
リ
ッ
ク
。 

３
、
「S

e
a
rc

h
 fo

r a
 F

u
n

d

」
を
ス
ク
ロ
ー
ル
し  

て
下
に
い
き
、
「J

a
p
a
n

e
s
e

」
を
入
力
（
大
文

字
、
小
文
字
を
混
ぜ
て
も
大
丈
夫
で
す
。
）

F
u

n
d
 n

a
m

e
 

や 

キ
ー
ワ
ー
ド
を
き
か
れ
た

ら
、 

「s
e
a
rc

h

」
を
押
す
。 

４
、
三
つ
の
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
基
金
が
出
て
き
た
ら
、 

a
p
p
ro

p
ria

te
 fu

n
d
 

の
横
の
「D

o
n

a
te

」
を

押
し
ま
す
。 

 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｉ 

Ｘ
Ｘ
（C

o
n

v
e
n

tio
n

 o
f th

e
 

A
s
s
o
c
ia

tio
n

 o
f P

a
n

 A
m

e
ric

a
n

 N
ik

k
e
i

） 

全
米
日
系
人
大
会 

T
h

e
 C

o
n

v
e
n

tio
n

 o
f th

e
 A

s
s
o
c
ia

tio
n

 o
f P

a
n

 

A
m

e
ric

a
n

 N
ik

k
e
i 

全
米
日
系
人
大
会(C

O
P

A
N

I)

は
、
中
南
米
と
北
米
の
十
四
カ
国
の
日
系
人
の
た
め
に
二

年
ご
と
に
開
か
れ
る
大
会
で
す
。C

O
P

A
N

I X
X

は
「
未

来
は
こ
こ
に
」
を
テ
ー
マ
に
二
〇
一
九
年
の
九
月
二
十
日

か
ら
二
十
二
日
ま
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
催
さ
れ
ま

す
。C

O
P

A
N

I 

は
代
表
者
に
体
験
を
共
有
し
連
携
す
る

機
会
を
与
え
ま
す
。
二
〇
一
九
年
大
会
で
は
特
に
若
い
人

た
ち
の
継
続
的
な
参
加
に
重
点
が
置
か
れ
ま
す
。
ひ
と
つ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
例
と
し
て
、
ユ
ー
ス
全
員
が
討
論
パ

ネ
ル
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
未
来
へ
持
続
可
能
な
日
系
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
で
し
た
。 

こ
れ
は
中
南
米
と
北
米
の
日
系
人
同
士
が
繋
が
る
数
少
な

い
機
会
で
す
。
前
回
の
大
会
は
二
〇
〇
一
年
に
ア
メ
リ
カ

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ｃ
は
二

〇
一
九
年
の
定
例
会
議
は
見
送
る
事
に
し
、
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
で

は
多
く
の
会
員
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の
大
会
に
参
加

で
き
る
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
お

り
、
参
加
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
登
録
は
左
記
へ
。 

 
h

ttp
s
://c

o
p
a
n

i.o
rg

 
 

 
 

                   
 

 

 
 

    
 

                 

 

 



マ
ニ
ト
バ
短
歌
会 

 
 

三
月
作
品 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

奈
津 

・
ゆ
き
ゆ
け
ど
砂
漠
の
ネ
バ
ダ
か
か
る
地
に 

 
 

 
 

 

原
爆
テ
ス
ト
の
痛
み
な
ど
な
し 

・ 

渓
谷
に
住
む
人
々
の
う
や
ま
へ
る 

 
 

 
 

 

神
宿
る
と
ふ
巨
岩
を
仰
ぐ 

 
 

 
 

 
 

 
 

波
留 

・ 

難
聴
の
我
に
も
聞
こ
ゆ
雷
の 

 
 

 

激
し
き
音
に
夜
半
目
覚
め
た
り 

・ 

雷
の
跡
に
稲
妻
闇
を
裂
き 

 
 

 
 

 

激
し
き
雨
の
た
ち
ま
ち
に
降
る 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

亜
紀 

・ 

洗
車
す
る
車
の
行
列
十
数
台 

 
 

 
 

 

零
下
十
度
に
気
温
上
が
れ
ば 

・ 

急
が
ず
に
歌
集
を
ひ
ら
き
行
列
の 

 
 

 
 

 

最
後
尾
に
を
り
洗
車
を
待
ち
て 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

羽
瑠 

・ 

氷
点
下
三
十
五
度
の
青
き
空 

 
 

 
 

 

犬
ぞ
り
引
き
て
渡
る
人
あ
り 

・ 

見
上
げ
れ
ば
列
車
飛
行
機
自
動
車
が 

 
 

 
 

 

一
度
に
迫
る
川
の
ト
レ
イ
ル 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

葉
流 

・ 

立
春
と
は
名
の
み
の
寒
さ
窓
を
打
つ 

 
 

 

吹
雪
に
霞
む
淡
き
太
陽 

・ 

ふ
る
さ
と
は
梅
の
ほ
こ
ろ
び
見
ゆ
る
ら
し 

 
 

 
 

 

テ
レ
ビ
に
て
触
れ
る
立
春
の
息
吹 

  

ホ
ラ
イ
ゾ
ン
ク
ラ
ブ 

当
ク
ラ
ブ
は
何
度
か
お
い
し
い
ラ
ン
チ
会
を
催
し
ま
し

た
。
大
野
シ
ェ
フ
と
大
野
夫
人
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
、

十
月
三
日
に
は
素
晴
ら
し
い
タ
ー
キ
ー
ラ
ン
チ
を
六
〇
名

の
参
加
者
が
楽
し
み
ま
し
た
。 

次
の
方
々
の
貢
献
に
感
謝
致
し
ま
す
。 

ロ
イ
西
村
、
リ
ー
松
尾
、
エ
ミ
リ
ー
山
下
、
デ
イ
ビ
ッ
ド

西
村
、
パ
ッ
ト
・
マ
ッ
ク
リ
ン
、
メ
イ
川
田
、
ト
ム
山

下
、
リ
ー
ナ
高
津 

二
〇
一
八
年
最
後
は
十
二
月
五
日
、
す
き
焼
き
で
終
え
ま

し
た
。
皆
自
分
の
テ
ー
ブ
ル
で
す
き
焼
き
を
作
っ
て
楽
し

ん
だ
よ
う
で
す
。
（
テ
ー
ブ
ル
に
よ
っ
て
成
功
し
た
度
合

い
は
違
っ
た
よ
う
で
す
が
）
モ
ナ
・
ヒ
ー
バ
ー
ト
の
饅

頭
、
シ
ェ
ロ
ン
・
リ
ゼ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

差
し
入
れ
に
も
感
謝
で
す
。 

新
年
会
は
一
月
九
日
、
刺
身
、
エ
ビ
、
チ
キ
ン
に
ナ
オ

ミ
・
ク
ラ
ソ
ベ
ッ
ク
差
し
入
れ
の
お
菓
子
に
舌
鼓
を
打
ち

ま
し
た
。 

ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
再
開
は
二
月
六
日
。
厳
し
い
寒
さ
に
も
関

わ
ら
ず
会
員
は
タ
イ
チ
、
ラ
ン
チ
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
お

喋
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ラ
ン
チ
は
毎
回
料
理
チ

ー
ム
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
会
員
は
四
ド
ル
、
ク
ラ
ブ
年
会

費
は
た
っ
た
の
五
ド
ル
。 

今
後
は
四
月
十
七
日
の
イ
ー
ス
タ
ー
ラ
ン
チ
、
六
月
二
十

六
日
に
夏
の
集
ま
り
な
ど
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
他
に

も
ア
イ
デ
ィ
ア
を
模
索
中
で
す
。 

五
五
歳
以
上
な
ら
ど
な
た
で
も
歓
迎
で
す
。 

 

英
文
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
に
は
ラ
ン
チ
を
楽
し
ん
で
い
る
写
真

が
満
載
で
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い 

  

日
系
文
化
セ
ン
タ
ー 

二
〇
一
九
年
イ
ベ
ン
ト
予
定 

三
月 

 

二
日 

 
 

う
ど
ん
ラ
ン
チ 

 

午
前
十
一
時
半
か
ら
午
後
一
時
半 

 

八
日 

 
 

ど
ん
ぶ
り
ラ
ン
チ 

正
午
よ
り 

 

十
六
日 

 

す
し
と
日
本
料
理
ク
ラ
ス 

 
 

 
 

 
 

午
後
一
時
か
ら
三
時
半 

 

十
七
日 

 

サ
ン
デ
ー
・
ラ
ー
メ
ン 

 
 

 
 

 
 

午
前
十
一
時
半
と
午
後
一
時
の
二
回 

 

二
十
二
日 

ど
ん
ぶ
り
ラ
ン
チ 

正
午
よ
り 

 

二
十
八
日
か
ら
三
十
日 

 
 

 
 

 

Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
カ
ー
リ
ン
グ
大
会 

 

三
十
一
日 

ア
イ
コ
ン
主
催
ラ
ー
メ
ン
と
映
画 

四
月 五

日 
 

 

ど
ん
ぶ
り
ラ
ン
チ 

正
午
よ
り 

十
四
日 

 

サ
ン
デ
ー
・
ラ
ー
メ
ン 

二
十
六
日 

ど
ん
ぶ
り
ラ
ン
チ 

正
午
よ
り 

二
十
七
日 

日
本
の
物
セ
ー
ル 

 
 

 
 

 

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時 

二
十
八
日 

日
本
の
物
セ
ー
ル 

 
 

 
 

 

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時 

 

日
本
の
物
セ
ー
ル
へ
の
ご
案
内 

  
 

日 

四
月
二
十
七
日
、
土
曜
日 

 
 

時 

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時 

 
 

 

 
 

日 

四
月
二
十
八
日
、
日
曜
日 

 
 

時 

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時 

 

多
彩
な
数
の
日
本
の
物
セ
ー
ル
で
、
日
本
人
形
、
美
術

プ
リ
ン
ト
、
着
物
、
工
芸
品
、
陶
器
、
漆
器
、
お
茶
セ

ッ
ト
、
室
内
装
飾
品
な
ど
な
ど
。
ご
自
分
ま
た
は
ギ
フ

ト
用
に
も
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
   

故 

フ
ラ
ン
ク
森
田
、
エ
ミ
リ
ー
殿
貝
、

マ
チ
コ
古
賀
、
コ
ウ
ジ
佐
藤
、
諸
氏

の
ご
逝
去
に
対
し
心
か
ら
哀
悼
の 

意
を
表
し
ま
す
。 

  
 

 
 

 

マ
ニ
ト
バ
日
本
文
化
協
会 

 
 



日
の
出
太
鼓 

太
鼓
ビ
ギ
ナ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。 

ほ
ら
、
前
か
ら
ト
ラ
イ
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
あ
な
た
！ 

今
が
チ
ャ
ン
ス
、
き
っ
と
で
き
ま
す
よ
。 

十
六
歳
以
上
な
ら
ど
な
た
で
も
ご
参
加
下
さ
い
。 

 
 

日 
 

三
月
三
十
日
、
土
曜
日 

 
 

時 
 

午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で 

登
録
は
三
月
二
十
三
日
ま
で
。
申
込
用
紙
は
左
記
の
ウ
エ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 
 

w
w

w
.h

in
o
d
e
ta

ik
o
.c

a
 

 
 

 

日
の
出
太
鼓
の
前
会
員
、
又
は
以
前
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
を

取
っ
た
こ
と
が
あ
る
、
で
も
時
間
が
な
い
、
と
言
う
方
。 

ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
ク
ラ
ス
・
ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。
三
月
十
六
日
の
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
ま

で
。
コ
ス
ト
は
一
回
十
ド
ル 

参
加
希
望
者
は
左
記
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

in
fo

@
h

in
o
d
e
ta

ik
o
.c

a
 

 

バ
ン
ク
ー
バ
ー
朝
日
野
球
チ
ー
ム 

ヘ
リ
テ
ー
ジ
議
事
録
と
し
て
ビ
デ
オ
公
開 

カ
ナ
ダ
ヒ
ス
ト
リ
カ
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
朝
日
野
球
チ
ー
ム

の
話
を
ヘ
リ
テ
ー
ジ
議
事
録
と
し
て
最
近
公
開
し
ま
し

た
。
製
作
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
を
基
盤
と
す
るP

o
in

t 

B
la

c
k
 C

re
a
tiv

e

で
、
英
仏
日
で
発
行
さ
れ
る
の
は
初

め
て
の
こ
と
で
す
。 

こ
れ
に
は
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ｃ
、
日
系
博
物
館
、
タ
シ
メ
歴
史
協
会

作
家
の
パ
ッ
ト
安
達
、
ジ
ョ
イ
コ
ガ
ワ
、
朝
日
チ
ー
ム
の

生
存
者
、
ケ
イ
上
西
９
７
歳
な
ど
が
関
与
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
ビ
デ
オ
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
英
文
ア
ウ
ト
ル
ッ

ク
掲
載
の
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

ど
ん
ぶ
り
ラ
ン
チ 

金
曜
日
の
ど
ん
ぶ
り
予
定
日
で
す
。 

三
月
八
日
、
二
十
二
日
、
四
月
五
日
、
二
十
六
日 

ウ
イ
二
ペ
グ
の
ベ
ス
ト
ラ
ン
チ
。
エ
ビ
、
野
菜
ど
ん
ぶ

り
、
す
し
弁
当
な
ど
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
を
経
験
豊
富
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
作
り
ま
す
。
お
試
し
く
だ
さ
い
。 

マ
ニ
ト
バ
日
系
人
カ
ー
リ
ン
グ
大
会 

Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
で
は
十
七
回
目
の
カ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
催
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
よ
り
今
回
も
カ
ー
リ
ン
グ
の
他

に
数
々
の
賞
品
、
食
事
会
な
ど
楽
し
い
も
の
と
な
り
そ
う

で
す
。
ご
家
族
や
お
友
達
と
ご
一
緒
に
参
加
し
、
和
や
か

な
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

  
 

 

日 
 

三
月
二
十
八
日
、
木
曜
日
夕
方 

 
 

 
 

 
 

三
月
三
十
日
、
土
曜
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
フ
ァ
イ
ナ
ル
、
午
後
六
時
夕
食
会 

参
加
費 

 

＊
１
チ
ー
ム
１
８
０
ド
ル
（
一
人
４
５
ド
ル
） 

 
 

こ
れ
に
は
賞
品
、
木
曜
日
の
ス
ナ
ッ
ク
と
土
曜
日
の 

 
 

夕
食
会
が
含
ま
れ
ま
す
。 

 

＊
参
加
チ
ー
ム
は
２
５
ド
ル
ほ
ど
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
用 

の
ギ
フ
ト
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

 

＊
初
心
者
で
も
大
丈
夫
。
チ
ー
ム
結
成
に
協
力
し
ま
す 

 

＊
カ
ー
リ
ン
グ
不
参
加
の
方
で
も
２
５
ド
ル
で 

夕
食
会
に
参
加
で
き
ま
す
。 

 

参
加
資
格 

各
チ
ー
ム
に
は
少
な
く
と
も
一
人
の
日
系
人
、
又
は
Ｊ
Ｃ

Ａ
Ｍ
会
員
で
あ
る
こ
と
。
ス
ペ
ー
ス
は
限
り
が
あ
る
の
で 

お
早
め
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。
登
録
は
左
記
へ 

 
 

s
s
h

ib
a
ta

@
m

ts
.n

e
t 

 

又
は 

 
 

２
０
４
・
６
５
４
・
９
４
５
５ 

サ
ン
ド
ラ
ま
で 

 

セ
ン
タ
ー
改
築
工
事 

セ
ン
タ
ー
の
改
築
工
事
は
玄
関
付
近
か
ら
始
ま
り
新
し
い

床
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
そ
れ
に
日
本
庭

園
、
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
、
駐
車
場
も
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。 

Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
で
は
室
内
の
改
築
を
３
段
階
に
分
け
メ
ー
ン
ホ

ー
ル
と
ジ
ム
を
除
く
全
て
の
改
修
を
承
認
し
ま
し
た
。
第

２
、
３
段
階
で
は
洗
面
所
と
キ
ッ
チ
ン
に
な
り
、
皆
さ
ん

も
ご
存
じ
の
よ
う
に
キ
ッ
チ
ン
改
築
は
大
掛
か
り
で
費
用

も
か
さ
み
ま
す
。
第
１
段
階
は
図
書
館
、
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ｃ
オ 

フ
ィ
ス
、
会
議
室
、
マ
ー
ク
古
賀
室
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す 

設
計
会
社
は
こ
れ
ら
を
更
に
効
果
的
に
使
用
で
き
る
よ
う 

 
       

に
と
二
つ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
て
使
用

者
グ
ル
ー
プ
と
の
相
談
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
英

文
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
に
そ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
２
ａ
の
コ

ピ
ー
を
載
せ
ま
し
た
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
も

ち
ろ
ん
改
築
工
事
は
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
特

に
日
本
語
学
校
な
ど
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
夏

に
行
う
よ
う
進
め
る
予
定
で
す
。 

こ
の
改
築
に
関
し
て
ご
意
見
コ
メ
ン
ト
な
ど
は
理

事
に
ご
連
絡
下
さ
い
。 

改
築
後
の
セ
ン
タ
ー
は
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
な
っ
て

お
り
、
移
動
可
能
で
防
音
の
仕
切
り
に
よ
っ
て
こ

れ
ま
で
通
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
日
本
語
教
室
、
踊
り

や
ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ
、
会
議
室
な
ど
と
し
て
様
々
に

使
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
新
し
い
試
み
と

し
て
は
日
系
人
ヘ
リ
テ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
、

キ
オ
ス
ク
の
形
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
オ
ン
ラ
イ

ン
な
ど
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

 

サ
ン
デ
ー
ラ
ー
メ
ン 

チ
ケ
ッ
ト
は
１
２
ド
ル
。
前
注
文
で
の
み
受
け
付

け
ま
す
。
電
話
、
２
０
４
・
７
７
４
・
５
９
０
９

又
は
Ｅ
メ
ー
ル 

m
.jc

c
c
@

s
h

a
w

.c
a
 

ま
で
。 

三
月
十
七
日
、
四
月
十
四
日
の
日
曜
日
、
午
前
十

一
時
半
、
一
時
の
二
回
で
す
。 

 

日
本
料
理
ク
ラ
ス 

大
野
シ
ェ
フ
に
よ
る
二
月
二
十
三
日
の
お
料
理
ク

ラ
ス
に
は
七
名
が
参
加
し
、
え
び
餃
子
、
大
阪
串

カ
ツ
、
南
蛮
づ
け
、
み
そ
汁
な
ど
を
作
り
ま
し

た
。
そ
し
て
皆
で
平
ら
げ
ま
し
た
。
楽
し
ん
で
い

る
様
子
な
ど
は
英
文
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
を
ご
覧
下
さ

い
。
次
の
お
料
理
ク
ラ
ス
は
三
月
十
六
日
で
す
。 

 

編
集
部
よ
り 

今
回
よ
り
根
本
摩
利
さ
ん
が
編
集
に
携
わ
っ
て
下

さ
る
こ
と
に
な
り
、
と
て
も
頼
も
し
く
有
難
い
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 



Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
基
金 

Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
基
金
委
員
会
で
は
非
営
利
団
体
、
グ
ル
ー
プ
、

個
人
か
ら
当
基
金
の
ゴ
ー
ル
に
合
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

申
込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 

当
基
金
は
マ
ニ
ト
バ
内
の
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
貢

献
す
る
よ
う
な
教
育
、
人
権
、
そ
の
他
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
促
進
サ
ポ
ー
ト
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
対
象
に
団
体
、
グ
ル
ー
プ
、
個
人
を
助
成
す
る
こ
と

が
目
的
で
す
。 

申
込
用
紙
は
日
系
文
化
セ
ン
タ
ー
よ
り
お
求
め
下
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日
は
二
〇
一
九
年
三
月
三
十
一
日
で
す
。 

  

Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ 

理
事
会 

二
〇
一
八
―
二
〇
二
〇 

会
長         

ケ
ン
寺
村 

副
会
長      

デ
ボ
ラ
竹
内 

会
計         

レ
ス
小
島 

書
記         

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
シ
ノ
ッ
ク 

理
事         

安
達
裕
陽
土
、
カ
ミ
ン
グ
み
ゆ
き
、 

サ
ラ
江
畑
、
ケ
リ
ー
海
田
、
リ
サ
海
田
、 

ヘ
ン
リ
ー
小
島
、
ジ
ョ
イ
・
レ
ト
カ
マ
ン
、 

ア
ー
ト
三
木
、
大
野
貞
夫
、
カ
リ
ー
ナ
上
原

グ
ラ
ン
ト
・
ボ
ー
ク
ス 

ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー 

ダ
ニ
カ
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
、 

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ツ
ロ
ン 

仏
教
会
連
絡   

ヘ
ン
リ
ー
海
田 

 

Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｍ
ス
ポ
ン
サ
ー
に
感
謝 

フ
ラ
ン
ク
堀
慈
善
基
金 

Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
慈
善
基
金 

Ｂ
―
Ｐ
ｏ
ｓ
ｉ
ｔ
ｖ
ｅ
チ
ー
ム
基
盤 

Ｉ
ｎ
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ 

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
安
達
裕
陽
土 

  

 

 

 

 


